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プロ野球選手による野球教室



　職員の給与や勤務条件に対する公平性と透明性を高めることを目的として、市民の

皆さんにこれらの状況を公表します。

　さらに詳しい情報は、市ホームページに掲載していますので、併せてご覧ください。

問合せ／総務課☎（72）1111

市職員の給与と勤務条件
市職員の給与と勤務条件

職員数の状況
 会計別職員数の状況（各年4月1日現在）

区分
部門

345

44

389

346

43

389

平成25年

1

△1

0

平成26年 対前年増減

一般会計

特別会計

合　　計

職員数（人）

※職員数は教育長を含む一般職員数で、市長・副市長
　を除きます。

勤務時間・勤務条件の状況
（1）一般職員の勤務時間（平成26年4月1日現在）

8時30分 17時15分

開始時間

7時間45分

1日当たりの勤務時間

12時00分～13時00分

終了時間 休憩時間

※庁舎勤務職員の休憩時間は、11時30分～12時30分と12時30分～13時30分の2交替制を実施している部局
　もあります。

（2）年次有給休暇の使用状況
      （平成25年1月1日～平成25年12月31日）

平均取得日数 消化率対象職員数

11.2日 28.5 ％260人 

（3）育児休業および部分休業の取得者数
      （平成25年度）

育児休業(人) 部分育児休業(人)

0 0男　性

3

女　性

5合　計

※平成25年度に新たに育児休業または部分休業を
　取得した職員数です。

給与の状況
（1）人件費（平成25年度普通会計決算）

（2）平均給料月額、平均給与月額および平均年齢（平成26年4月1日現在）

280,609 円261,100 円 54.7 歳技能労務職

361,186 円317,400 円 42.8 歳一般行政職

平均給与月額平均給料月額 平均年齢区　　　分

※平均給与月額とは、給料および職員手当（扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤務手当など）
　の合計です。

（4）初任給（平成26年4月1日現在）

154,800円短大卒

142,100円高校卒

174,200円大学卒

一般行政職

月額区　　　分

（6）特別職の給与（平成26年12月1日現在）

290,000円

260,000円

350,000円

副議長

議　員

議　長

月　額

12月期  1.85月分
計    3.55月分

　6月期  1.70月分
12月期  2.20月分

計    4.10月分

　6月期  1.90月分

期末手当の支給割合

（5）期末・勤勉手当（賞与）（平成26年12月1日現在）

6月期

12月期

計

区  分

1.225月分

1.375月分

期末手当

0.675月分

0.825月分

勤勉手当

1.90月分

2.20月分

計

2.60月分 1.5月分 4.10月分

（3）ラスパイレス指数（平成25年4月1日現在）

108.4107.4104.8

県内市の平均県内全市町の平均伊豆市

報 

酬660,000円

780,000円

副市長

市　長

月　額 期末手当の支給割合

給 

料

歳出額(B)

163億66万円

人件費率（A）/（B）×100

17.3％

※国家公務員に準じています。

※国家公務員に準じています。

35※対象職員数は、市長部局に所属する職員（教育
　委員会・企業会計を除く一般事務職員）で、平成
　25年1月1日～平成25年12月31日の期間に在職し
　た数です。

※ラスパイレス指数は、国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、国家公務員の給与を
『100』とした場合の地方公務員の給与水準を示したものです。

人件費（A）

28億1,029万円
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任期付・任期付短時間・
　　　臨時・非常勤職員
任期付・任期付短時間・
　　　臨時・非常勤職員

あなたのチカラを市政に！あなたのチカラを市政に！
募集！！

　任期付（短時間）勤務職員とは、市行政の高度化・専門化に対応するため、知識経験
または優れた識見を有する人を、期間を定めて採用するものです。
　募集案内や申込書は、市ホームページからもダウンロードできます。

任期付・任期付短時間勤務職員　※市税に滞納がないことが受験要件となります。

　書類審査、面接により選考します。2月13日（金）までに、履歴書（写真添
付）を各担当課へ持参してください。
　なお、社会保険と雇用保険については、下表の『社会保険』欄が『○』印のもの
は社会保険（健康保険・厚生年金）と雇用保険に加入、『△』印は雇用保険への加
入あり、『ー』印は加入なしです（表中は『社保など』と表記）。また、有給休暇
や交通費などについては、市の規程により支給されます。

臨時職員・非常勤職員　※市税に滞納がないことが受験要件となります。

◆臨時職員　任用期間：平成27年4月1日～9月30日（1回のみ更新可、最長で平成28年3月31日まで）

◆非常勤職員　任用期間：平成27年4月1日～平成28年3月31日

募集職種・人数／調理員、9人
任期／平成27年４月１日～平成28年3月31日
※最長で1年間の延長あり。
受験資格／調理師または栄養士の資格を有すること、お
よび日本国籍を有し、地方公務員法第16条の欠格条項
に該当しないこと
勤務形態／週30時間勤務（月～土曜日のうち週5日）
休暇／年次有給休暇、病気休暇、特別休暇などがあり
ます。

基本給（月給）／１０８，０００円　　
社会保険など／社会保険（健康保険、厚生年金）および
雇用保険加入　　
勤務場所／市内保育園・こども園
試験／書類審査および面接
申込み／募集案内や申込書は、総務課、こども課で配布
します。必要事項を記入の上、2月13日(金)までにお申
し込みください（必着）。
問合せ／こども課☎(72)9864

◆（調理員募集）任期付短時間勤務職員　※詳細は配布する募集案内などをご覧ください。

募集職種・人数／保健師、1人
任期／平成27年４月１日～平成28年３月31日
受験資格／保健師の資格および日本国籍を有し、地方
公務員法第16条の欠格条項に該当しないこと
勤務形態／原則、月曜日から金曜日の8時30分から17
時15分までです。
休暇／年次有給休暇、病気休暇、特別休暇などがあり
ます。
基本給（月給）／『任期付職員の採用等に関する規則』に
基づき支給します。
（参考：平成26年度保健師初任給174,200円）

社会保険など／共済組合に加入　　
勤務場所／本庁
試験／書類審査および面接
申込み／募集案内や申込書
は、総務課で配布します。
必要事項を記入の上、2月13
日(金)までにお申し込みくださ
い（必着）。
問合せ／総務課☎(72)1111

◆（保健師募集）任期付勤務職員　※詳細は配布する募集案内などをご覧ください。

募集職種・人数／一般事務、2人
任期／平成27年４月１日～平成28年３月31日
受験資格／日本国籍を有し、地方公務員法第16条の欠
格条項に該当しないこと
勤務形態／原則、月曜日から金曜日の8時30分から17
時15分までです。
休暇／年次有給休暇、病気休暇、特別休暇などがあり
ます。
基本給（月給）／『任期付職員の採用等に関する規則』に
基づき支給します。
（参考：平成26年度高卒初任給142,100円）

社会保険など／共済組合に加入　　
勤務場所／本庁または各支所
試験／書類審査および面接
申込み／募集案内や申込書
は、総務課で配布します。
必要事項を記入の上、2月13
日(金)までにお申し込みくださ
い（必着）。
問合せ／総務課☎(72)1111

◆（一般事務募集）任期付勤務職員　※詳細は配布する募集案内などをご覧ください。

担当課

総務課
☎(72)1111

環境衛生課
☎（72）9857

学校教育課
☎（83）5470

社会教育課
☎（83）5478

昭和の森会館
☎（85）1110

産業振興課
☎（72）9910

農林水産課
☎（72）9893

勤務場所

環境衛生課、
社会福祉課など

環境衛生課

修善寺南小学校、
中伊豆小学校

修善寺小学校

伊豆市資料館

昭和の森会館

だるま山
レストハウス

農林水産課

食肉加工センター

資格経験

パソコン（ワード、エ
クセル）が扱える

普通自動車運転免
許を有する

小学校教諭免許を
有する

不問

パソコン（ワード、エ
クセル）が扱える、
普通自動車運転免
許を有する

不問

普通自動車運転免
許を有する

わな猟狩猟免許を
有する、
パソコン（ワード、エ
クセル）が扱える

パソコン（ワード、エ
クセル）が扱える

賃金（時給）

840円

1,200円

1,400円

830円

830円

830円

830円

880円

840円

社保など

〇

〇

〇

〇

－

△

－

〇

〇

担当課

学校教育課
☎（83）5470

農林水産課
☎（72）9893

勤務場所

市内小中学校

農林水産課

賃金（時給）

1,000円
または
1,200円

1,200円

社保など

〇

〇

※『一般事務』に限り、書類選考合格者の面接日は 2 月 26 日（木）となります。そのほかの職種については、担当課から書類選
考合格者へ連絡します。

募集職種・人数

一般事務、8人

不法投棄回収・監視業務、
4人

教諭、2人

用務員、1人

受け付け・施設管理、
2人

受け付け・売店業務・
観光案内、2人

受け付け・レストラン業
務・施設管理、観光案内、
3人

有害鳥獣被害対策作業
員、2人

事務・作業員、1人

勤務時間・日数

8時30分～17時15分
（7時間45分）、月～金

8時30分～16時30分
（7時間）、月～金

8時～16時30分（7時
間45分）、月～金

8時～16時30分（7時
間45分）、月～金

9時～16時（6時間）、
月14日以内
（土・日勤務あり）

8時15分～17時（7時
間45分）、月14日以内
（土・日勤務あり）

8時30分～17時45分
のうち6時間、月14日以
内（土・日勤務あり）

8時30分～15時30分
のうち6時間、月～金

8時30分～15時30分
のうち6時間、火・金以外
の週５日

募集職種・人数

学校支援員、若干名

換地事業事務員、1人

勤務時間・日数

8時～16時30分のうち
6時間、月～金

8時30分～17時15分
（7時間45分）、月～金
のうち週4日

資格経験

不問
（小中学校教諭免
許所有者優遇）

換地業務経験者
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3位

2位

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

みんなに選ばれて
うれしかったです。

修善寺会場

ボランティアスタッフ

土肥会場

1位

1位
『
お
も
し
ろ
お
む
す
び
料
理
教
室
』

入
賞
作
品
を
ご
紹
介
！

　

11
月
８
日
（
土
）
に
土
肥
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

９
日
（
日
）
に
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
『
お
も
し

ろ
お
む
す
び
料
理
教
室
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
友
達
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
料
理
や
食
育
カ
ル
タ
、
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
を
通
し
て
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
作

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
ひ ら い

井 裕
ひ ろ え

笑さん
（中伊豆小４年）

『なかよしの
 すみっコぐらし』

『イエロー
 　水玉柄リボン』

鈴
す ず き

木 真
ま ち か

愛さん
（土肥小 6 年）

『リラックマと
コリラックマの雪だるま』

植
うえ

松
まつ

 凪
な ぎ さ

紗さん
（土肥小 3 年） 『にこにこうさぎ』

朝
あ さ か

香 希
の ぞ み

美さん
（土肥小 1 年）

2位

『オラフ !!』

　民生委員・児童委員協議会、健康づくり食生活推進協議会、保健委員会、老
人クラブ連合会の皆さんにご協力いただきました。誠にありがとうございました。

※修善寺会場では、４人が同点だったため、じゃんけんで順位を決めました。

第 15 回記念静岡県市町対抗駅伝競走大会

駿
す る が

河路
じ

を駆け抜けた選手たち

第 6 区
 浅

あ さ だ

田 勝
か つ み

美さん

第 11 区
 日

ひ よ し

吉 遼
りょう

さん

第 8 区
 堀

ほ り え

江 渚
な ぎ さ

沙さん
第 7 区

 大
おお

川
かわ

 歩
あ ゆ む

夢さん
第 9 区

 荻
おぎ

島
しま

 彩
あや

さん

1,500 ｍ競争（男子）
 内

う ち だ

田 源
げ ん た

太さん
1,500 ｍ競争（女子）

 浅
あ さ だ

田 麻
ま

奈
な

さん

第 10 区
 豊

と よ だ

田 哲
さ と し

志さん

第 4 区
内
う ち だ

田 綾
あ や の

乃さん
第 5 区

豊
と よ だ

田 颯
は や と

人さん
第 3 区

小
こ い で

出 芽
め

生
い

さん
第 2 区

梅
うめ

原
はら

 巧
たくみ

さん

　

12
月
6
日
（
土
）、
静
岡
市
で

『
第
15
回
記
念
静
岡
県
市
町
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
』
が
行
な
わ
れ
、

伊
豆
市
代
表
選
手
の
皆
さ
ん
が
、

11
区
間
42
・
１
９
５
㎞
を
力
走

し
ま
し
た
。

　

伊
豆
市
の
成
績
は
、
市
の
部

25
位
（
合
計
タ
イ
ム
：
2
時
間

29
分
21
秒
）
で
し
た
。
肌
寒
い

天
候
の
中
、
選
手
の
皆
さ
ん
は

熱
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
に
温
か
い
ご
声

援
を
送
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に

も
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

☎（
83
）５
４
７
７

第 1 区
永
なが

沼
ぬま

 美
み

南
な

子
こ

さん

3位

１位になれて
とてもうれしいです。

中
なかにし

西 結
ゆ う な

菜さん
（修善寺小 4 年）

平
ひ ら い

井 華
は な え

笑さん
（中伊豆小６年）

『くまさんとうさぎさん』
川
かわむら

村 さくらさん
（中伊豆小 5 年）

『ウィスパージバニャン』
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問合せ／『伊豆市未来塾』について：地域づくり課☎（74）3066
　　　　  『い～ずらバル』について：産業振興課　☎（88）4300

 　

市
で
は
、
平
成
17
年
か
ら
『
伊
豆
市
人
づ
く
り
事
業
』
を
開
催
し
、

若
者
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
啓
発
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
『
伊
豆
市
未
来
塾
』
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
伊
豆
市
若
者
交
流
施

設
『
9
ｉ
ｚ
ｕ
』
で
、
若
者
が
伊
豆
市
の
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て
研
究

し
、
市
長
に
提
案
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
そ
の
未
来
塾
で
平
成

25
年
度
に
提
案
さ
れ
た
『
い
～
ず
ら
バ
ル
』
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
修
了
生
た
ち
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■
市
長
へ
提
案

　

平
成
25
年
度
『
伊
豆
市
未
来
塾
』
の
テ
ー

マ
は
、『
地
域
の
魅
力
を
創
出
し
、
そ
れ
を

広
く
発
信
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
』
で
し
た
。

　

修
了
生
た
ち
は
、
伊
豆
市
の
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
考
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
市
長
に
向
け
て
提
案
し
た
内

容
の
一
つ
が
、

『
い
～
ず
ら
バ

ル
』
を
開
催
し

て
、
地
元
の
皆

さ
ん
が
つ
な
が

る
き
っ
か
け
の

場
を
つ
く
る
こ

と
で
、
地
元
伊

豆
市
の
ま
ち
の

魅
力
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
い

う
も
の
で
し
た
。

■
日
枝
神
社
例
祭
を
通
じ
た
地
域
と
の
交
流

　

提
案
を
し
て
み

た
も
の
の
、
何
か

ら
手
を
付
け
た
ら

よ
い
の
か
迷
っ
た

修
了
生
た
ち
は
、

地
元
を
知
る
た
め

に
地
元
の
お
祭
り

に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
担
ぎ

手
不
足
か
ら
毎
年
秋
に
行
な
わ
れ
る
修
善

寺
温
泉
街
『
日
枝
神
社
例
祭
』
で
修
善
寺

南
町
の
お
み
こ
し
が
８
年
間
も
出
て
い
な

い
と
い
う
話
を
耳
に
し
た
修
了
生
た
ち
は
、

担
ぐ
こ
と
を
申
し
出
ま
し
た
。
南
町
の
皆

さ
ん
の
中
で
は
当
初
、
町
外
の
人
に
担
が

せ
る
こ
と
に
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

次
第
に
修
了
生
た
ち
の
思
い
に
賛
同
し
て

く
だ
さ
り
、
平
成
26
年
の
『
日
枝
神
社
例

祭
』
で
お
み
こ
し
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
南
町
を
は
じ
め
修
善
寺
温

泉
街
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
て
、
今
回
は

修
善
寺
温
泉
街
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

市内の若者たちが
まちおこし！
平成25年度『伊豆市未来塾』で提案された

『い～ずらバル』が開催されます

ま
ち
お
こ
し
へ
の
思
い

■
市
民
の
皆
さ
ん
に
伊
豆
市
の
魅
力
を

　

知
っ
て
、
発
信
し
て
も
ら
い
た
い

　

伊
豆
市
内
に

は
、
住
ん
で
い

て
も
気
が
付
か

な
い
魅
力
あ
ふ

れ
る
場
所
や
も

の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
修
善
寺
温
泉
街
で
は
、
入
り
口

に
『
散
歩
の
楽
し
さ
日
本
一 

修
善
寺
温

泉
』
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
温
泉
街
に
は
、
お
い

し
い
料
理
で
も
て
な
し
て
く
れ
る
飲
食
店
、

個
性
豊
か
な
食
品
や
雑
貨
を
扱
う
専
門
店
、

土
産
物
店
や
遊
技
場
、 

文
豪
や
著
名
人
が

多
く
訪
れ
た
温
泉
と
旅
館
。
ま
た
名
所
旧

跡
が
多
く
、『
竹
林
の
小
径
』
な
ど
ま
ち

歩
き
を
す
る
に
は
ま
さ
に
日
本
一
の
場
所

で
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
修
善
寺
温
泉

街
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
内
各
地
で
そ
の

土
地
の
特
色
を
生
か
し
た
形
で
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
伊
豆
市
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
伝
え
て
い
き
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
伊
豆
市
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
し
て
『
広
告
塔
』
と
な
っ
て
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
で
、
伊
豆
市
の
魅
力
を

内
外
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
『
バ
ル
』
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
喫
茶
店
や

居
酒
屋
が
一
緒
に
な
っ
た
憩
い
の
場
の
こ
と

で
す
。
飲
み
歩
き
や
食
べ
歩
き
、
ま
ち
歩
き

を
通
し
て
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
チ
ケ
ッ
ト
1
枚
と
引
き
換
え
に
特

別
メ
ニ
ュ
ー
ま
た
は
、
店
舗
、
施
設
の
特
色

を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
日
本

全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
き
／
２
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

10
時
～
23
時

※
営
業
時
間
は
参
加
施
設
で
異
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
／
修
善
寺
温
泉
街
、

ラ
フ
ォ
ー
レ
修
善
寺
、
修
善
寺
虹
の
郷

チ
ケ
ッ
ト
価
格
／
前
売
り
３
５
０
０
円

当
日
４
千
円
（
５
枚
つ
づ
り
１
セ
ッ
ト
）

購
入
方
法
／

○
前
売
り
券

　

2
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

予
約
枚
数
、
受
け
取
り
場
所
、
受
け
取

り
日
を
連
絡
い
た
だ
き
、
当
日
に
本
部
、

修
善
寺
総
合
会
館
内
商
工
会
事
務
所
、

伊
豆
市
観
光
案
内
所
の
い
ず
れ
か
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル　

cityizu@
gm

ail.com

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
99
）
９
１
２
０

○
当
日
券

　

本
部
、
修
善
寺
総
合
会
館
内
商
工
会

事
務
所
、
伊
豆
市
観
光
案
内
所
の
い
ず

れ
か
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

内
容
／

○
チ
ケ
ッ
ト
1
枚
と
引
き
換
え
に
各
施
設

で
バ
ル
特
製
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

○
旅
館
、
ホ
テ
ル
の
入
浴
券
や
特
別
デ
ィ

ナ
ー
券
が
当
た
る

　

大
抽
選
会

○
ま
ち
歩
き
企
画

　
『
夢
明
か
り
散
歩
道
』

　

名
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

夜
の
修
善
寺
温
泉
街

を
歩
き
ま
す
。

　

①
18
時
30
分
～

      

19
時
30
分 

　

②
20
時
～
21
時 

（
各
回
定
員
20
人
）

　

※
2
月
14
日
限
定
で
す
。

○
修
善
寺
温
泉
街
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

点
灯
時
間
18
時
～
21
時

問
合
せ
／
『
い
～
ず
ら
バ
ル
実
行
委
員
会
』

（
若
者
交
流
施
設
『
９
ｉ
ｚ
ｕ
』
内
）

☎
（
99
）
９
１
２
０

▲市長へ提案する修了生

い～ずらバル実行委員
田
た た ら い

足井 美
み ほ

帆さん

▲キャンドルナイト（平成26年8月）

▲独鈷公園を本部に修善寺温泉街 43 店舗が参加

▲おみこしを前に記念撮影

修禅寺 御幸橋

修善寺温泉駅

〒

筥湯

風の径

しゅぜんじ回廊

滝下橋

足湯

至虹の郷

修善寺
小学校

輪田橋

源範頼の墓

文

桂谷トンネル桂谷トンネル

卍 

赤蛙公園

竹林の小径

本部
（独鈷公園）

修善寺総合会館内
商工会事務所修善寺自然公園

修善寺虹の郷
修善寺総合会館

駐車場

修善寺温泉駐車場
（無料開放）

大平

至修善寺

至天城

宮田橋

 

■
修
善
寺
温
泉
街
『
い
～
ず
ら
バ
ル
』

市
の
担
当
者
か
ら

■
地
域
活
性
化
に
向
け
て

　

修
了
生
た
ち
は
、
伊
豆
市
未
来
塾
で
定

住
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、「
地
元
の

人
が
地
元
を
知
ら
な
い
！
バ
ル
を
開
催
し

て
、
地
元
の
魅
力
に
気
付
い
て
も
ら
う
！
」

と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
伊
豆
市
未

来
塾
の
修
了
後
も
、
継
続
的
に
集
ま
っ
て

活
動
を
行
な
い
、『
い
～
ず
ら
バ
ル
』
の

開
催
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
産
業
振
興
課

に
も
相
談
が
あ
り
、
協
力
を
し
て
き
ま
し

た
。
当
日
も
、
参
加
す
る
人
へ
の
修
善
寺

温
泉
駐
車
場
の
無
料
開
放
な
ど
で
応
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
に
は
、『
よ
そ
者
』『
若
者
』

『
ば
か
者
』
の
『
３
者
』
が
必
要
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
『
よ
そ
者
』
と

『
若
者
』
を
兼
ね
備
え
た
修
了
生
た
ち
が
、

修
善
寺
温
泉
の
地
域
に
入
り
込
み
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
協
力
体
制
を
築
い
て
『
い

～
ず
ら
バ
ル
』
を
行
な
う
こ
と
は
、
市
と

し
て
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
、
地
域
間
の
交
流

が
増
大
し
、
市
全
体
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

今
回
は
、
地
域
の
43
も
の
施
設
が
参

画
し
ま
す
。
修
了
生
た
ち
が
行
な
っ
て
き

た
道
の
り
は
、
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
修
了
生
た
ち

の
強
い
思
い
の
詰
ま
っ
た
、『
い
～
ず
ら
バ

ル
』
へ
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

■
バ
ル
開
催
ま
で
の
道
の
り
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４
１
１
人
が
新
成
人
を
迎
え
る

▲新成人の誓いを立てる遠藤さん

　

1
月
11
日（
日
）、生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
成
人
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。新
成
人
を
代
表
し
て
遠え
ん

藤ど
う

旭あ
き
らさ
ん

（
青
羽
根
）が
、「
伊
豆
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
と

成
人
と
し
て
の
決
意
を
心
に
刻
み
、こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
」と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、恩
師
の
励
ま
し
の
言
葉
、思
い
出
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
な
わ
れ
、こ
れ
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
笑
顔
で
振
り
返
っ
た
ほ
か
、恩
師

や
旧
友
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

祝
・
大
人
の
仲
間
入
り

▲市長から激励を受ける選手たち

プ
ロ
野
球
選
手
が
滞
在

天
城
ド
ー
ム
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

１
月
７
日
（
水
）
～
12
日
（
月
・
祝
）
、広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
菊き
く
ち
り
ょ
う
す
け

池
涼
介
選
手
、土は
ぶ
し
ょ
う
へ
い

生
翔
平
選
手
、庄し
ょ
う
じ司

隼は
や
と人
選
手
、戸と

田だ

隆た
か

矢や

選
手
、久ひ
さ

本も
と

裕ゆ
う

一い
ち

選
手
が
天

城
ド
ー
ム
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
い
ま
し
た
。

7
日（
水
）に
は
練
習
開
始
に
先
立
ち
、市
長
が
選
手

た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、12
日（
月
・
祝
）に
、選
手
た
ち
が
野
球
教
室

を
開
催
し
、市
内
の
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
子
ど

も
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

伊
豆
市
消
防
団
出
初
式

防
災
へ
の
士
気
を
高
め
る

▲13台の可搬ポンプによる大迫力の放水

1
月
11
日（
日
）、狩
野
川
記
念
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
消
防
団
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、全
14
分
団
か
ら
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。式
典
で
は
、分
列
行
進

や
功
労
・
勤
続
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、伊
豆
総
合
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る

太
鼓
演
奏
や
伊
豆
若
鳶
会
に
よ
る『
は
し
ご
乗
り
』、

可
搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
狩
野
川
へ
の
一
斉
放
水
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。団
員
た
ち
は
、防
災
へ
の
士
気
を
よ
り

高
め
て
い
ま
し
た
。

▲元気いっぱいの柔道キッズたち

児
童
45
人
の
熱
き
戦
い

第
11
回
伊
豆
市
少
年
柔
道
大
会

　

12
月
14
日（
日
）、修
善
寺
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
第
11
回
伊
豆
市
少
年
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。大
会
に
は
市
内
の
3
団
体
か
ら
45
人
の
子
ど

も
が
参
加
し
、練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

【
個
人
戦
各
学
年
の
部
優
勝
者
】（
敬
称
略
）

西に
し

川か
わ

幸こ
う

次じ

郎ろ
う（

6
年 
小
土
肥
）、大お
お

川か
わ

偉い

武ぶ

樹き
（
5
年 

田
沢
）、

秋あ
き

津つ

遥は
る

香か
（
4
年 

田
代
）、薮や
ぶ

田た

尚し
ょ
う
ぶ武（

3
年 

松
崎
町
）、

鈴す
ず

木き

蓮れ
ん（

2
年 

上
船
原
）、大お
お

庭ば

彩あ
や

音ね
（
1
年 

修
善
寺
）、

鈴す
ず

木き

楓ふ
う

馬ま
（
幼
年 

八
木
沢
）

　

12
月
21
日（
日
）、旧
土
肥
南
小
学
校
で『
西さ
い

豆ず

邑む
ら

ま

つ
り
＆
敬
老
感
謝
祭
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
に

は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
２
０
０
人
の
地
域

住
民
が
来
場
。交
流
イ
ベ
ン
ト
と
敬
老
感
謝
祭
が
行
な

わ
れ
、お
飾
り
作
り
や
寸
劇
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、西
豆
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

と
八
木
沢
連
合
区
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、同
協
議
会

の
発
足
を
記
念
し
て
土
肥
桜
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
き
ず
な
を
深
め
る

西
豆
邑
ま
つ
り
＆
敬
老
感
謝
祭

▲新たな地域交流の拠点づくりのスタートを祝う土肥桜の植樹

▲結婚式さながらの『幸せハッピーフォトコーナー』

恋
人
岬
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

恋
の
伝
説
に
ち
な
ん
だ
催
し
を
開
催

　

12
月
24
日
（
水
）
、恋
人
岬
で『
恋
人
岬
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
』が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。訪
れ
た
約

２
０
０
人
の
来
場
者
は
、カ
ッ
プ
ル
が
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
と
タ
キ
シ
ー
ド
に
着
替
え
て
記
念
撮
影
を
す

る『
幸
せ
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
』や
、地
元
農
家

の
集
ま
り
で
あ
る『
恋
人
岬
美み
の
り
か
い

農
里
会
』か
ら
振
る
舞

わ
れ
た
シ
シ
汁
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

2
月
14
日（
土
）に
は
、ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
開
通

式
な
ど
を
開
催
す
る
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
詐
欺
や
サ
ク
ラ

サ
イ
ト
詐
欺
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
詐
欺
的
商
法
で
は
、近
年
、プ

リ
ペ
イ
ド
型
の
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用

す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。そ
の

手
口
と
し
て
は
、例
え
ば
、詐
欺
事
業

者
側
が
既
に
開
設
し
て
い
る
電
子
マ

ネ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
コ
ン
ビ
ニ
で
、

一
定
の
金
額
を
チ
ャ
ー
ジ（
利
用
残

高
を
増
や
す
）す
る
よ
う
に
指
示
を

す
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　
電
子
マ
ネ
ー
は
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設

も
、チ
ャ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
特
に
氏
名

を
名
乗
る
必
要
が
な
い
た
め
、ア
カ

ウ
ン
ト
を
持
つ
人
が
誰
か
、実
際
に

チ
ャ
ー
ジ
を
し
た
人
が
誰
か
、と
い
っ

た
点
が
分
か
り
づ
ら
く
、詐
欺
を
行
な

っ
た
人
の
特
定
だ
け
で
な
く
、被
害
に

遭
っ
た
こ
と
を
後
か
ら
証
明
す
る
こ
と

も
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

て
、第
三
者
か
ら
電
子
マ
ネ
ー
の
購
入

や
チ
ャ
ー
ジ
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
は
、

安
易
に
そ
の
指
示
に
従
わ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　   司
法
書
士 

山
田 

茂
樹（
文
と
絵
）

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

修
善
寺
俳
句
愛
好
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

『キャッシュレス決済によるトラブルにご注意を！』

黙
働（
動
）で
心
を
磨
き
ま
す

黙
働（
動
）で
心
を
磨
き
ま
す

黙
働（
動
）で
心
を
磨
き
ま
す

修善寺東
小学校

天城
小学校

オ
リ
オ
ン
や
一
年
一
つ
年
寄
に
　
　
　
　
島
田
　
武
重
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

ま
ほ
ろ
ば
や
売
地
の
杭
に
葛
の
ぼ
る
　
　
森
　
正
（
柏
久
保
）

い
く
た
び
も
メ
モ
帖
開
く
師
走
か
な
　
　
森
嶋
　
冨
美
子
（
温
泉
場
）

枯
草
の
根
元
は
は
や
も
緑
抱
き
　
　
　
　
石
井
　
ふ
じ
枝
（
牧
之
郷
）

冬
め
く
や
痛
み
し
膝
を
撫
づ
る
と
き
　
　
堀
江
　
み
ち
子
（
矢
熊
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

と
も
に
か
が
や
く
天
城
の
子

  

〜
本
物
に
触
れ
る
体
験
〜

と
も
に
か
が
や
く
天
城
の
子

  

〜
本
物
に
触
れ
る
体
験
〜

と
も
に
か
が
や
く
天
城
の
子

  

〜
本
物
に
触
れ
る
体
験
〜

ち
着
き
ま
せ
ん
。わ
ず
か
15
分
の

清
掃
時
間
で
す
が
、『
黙
働
』を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

心
の
成
長
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
昔
は
清
掃
に
水
拭
き
は
付
き
も

の
で
し
た
が
、
今
は
家
庭
で
も
水

拭
き
を
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。水
の
冷
た
さ
を
感
じ

な
が
ら
も
、
清
掃
後
の
爽
快
感
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、清
掃
だ
け
で
は
な
く
、

学
習
や
行
動
な
ど
に
お
い
て
も
、

『
黙
働（
動
）』が
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。子
ど
も

た
ち
も
教
職
員
も
、
お
互
い
に
心

を
磨
き
合
え
る
東
小
に
な
る
よ

う
、今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

●
振
り
込
め
詐
欺
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
誰
も
が
自
分
は
だ
ま
さ
れ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。犯
人
は
巧

み
な
話
術
で
あ
な
た
を
だ
ま
し
て

き
ま
す
。

【
こ
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
要
注
意
！
】

〇
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
。

〇
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
。

〇
大
至
急
、お
金
が
必
要
。

　
ど
ん
な
話
も
事
前
の
電
話（
ア
ポ

電
）
が
あ
り
ま
す
。少
し
で
も
怪
し

い
話
は
一
人
で
判
断
せ
ず
、警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
あ
な
た
を
守
る『
預
手
プ
ラ
ン
』

　
県
内
金
融
機
関
の
協
力
の
も
と
、

高
齢
者
の
振
り
込
め
詐
欺
防
止
を
目

的
と
し
た
、
静
岡
県
警
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
『
預
手
プ
ラ
ン
』
を
ご
存
じ
で
す
か
。

【
預
手
プ
ラ
ン
の
内
容
】

　
金
融
機
関
で
3
0
0
万
円
以
上

の
現
金
を
出
金
す
る
75
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、金
融
機
関
に
備
え
付

け
の
顧
客
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
基

に
状
況
を
確
認
し
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
該
当
せ
ず
、現
金
が
必
要
な
場

合
は
、基
本
的
に
預
金
小
切
手
を
発

行
す
る
も
の
で
す
。

※
預
金
小
切
手
で
の
支
払
い
を
拒

否
し
た
場
合
、警
察
官
が
状
況

確
認
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲黙って廊下を隅々まで清掃する児童

　
天
城
小
学
校
で
は
、
本
物
に
触

れ
る
体
験
を
教
科
や
行
事
で
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。演
劇
な
ど
を
鑑

賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
取
り
入
れ
体
験
す

る
こ
と
で
、
感
性
豊
か
で
表
現
力

を
身
に
付
け
た
子
ど
も
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

★『
ね
こ
は
し
る
』で
共
演

　
ア
ー
ト
イ
ン
の
皆
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
4
年
生
は
野
原
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
音
や
、
身
体
表
現
を
考
え

て
仲
間
と
つ
く
り
上
げ
る
喜
び
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
本
公
演
で
は
、
4
年
生
の
劇
の

発
表
後
、『
ね
こ
は
し
る
』を
鑑
賞

し
、
声
色
や
動
き
で
表
現
す
る
プ

ロ
の
技
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

★
連
詩
作
り
詩
人
を
お
迎
え
し
て

　
詩
人
の
覚
和
歌
子
さ
ん
と
東
直

子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
連
詩
作
り

に
挑
戦
。限
ら
れ
た
文
字
数
に
思

い
を
込
め
る
楽
し
さ
や
難
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
夢
中
に
な
っ
て
言

葉
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

　
さ
す
が
プ
ロ
。子
ど
も
の
思
い

を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
り
、
素
晴

ら
し
い
連
詩
が
完
成
し
ま
し
た
。

★
体
と
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

！

　
学
校
保
健
委
員
会

　
ア
ー
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
皆
さ
ん
を

お
迎
え
し
、演
劇
鑑
賞
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
し
、体
と
心
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
体
験
後
の
す
っ
き
り
し
た
子
ど

も
た
ち
の
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

●
振
り
込
め
詐
欺
を
寸
劇
で
啓
発

　
平
成
26
年
中
の
大
仁
署
管
内
の

振
り
込
め
詐
欺
被
害
件
数
は
、前
年

に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
〇
件
数
10
件（
前
年
比
５
件
増
）

　
〇
被
害
金
額
４
５
９
６
万
円

　
　（
前
年
比
２
２
６
０
万
円
減
）

　
老
後
の
大
切
な
蓄
え
を
だ
ま
し

取
ら
れ
な
い
よ
う
、12
月
21
日（
日
）、

八
木
沢
で
行
な
わ
れ
た『
西
豆
邑
ま

つ
り
』で
、
高
齢
者
を
対
象
に
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
『
ほ
っ
と
い
ず
』

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
振
り
込
み
詐
欺

寸
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。寸
劇
で
は
、

被
害
者
役
の
女
性
に
さ
さ
や
く
天

使
と
悪
魔
の
掛
け
合
い
が
会
場
の

笑
い
を
誘
い
、
楽
し
み
な
が
ら
被
害

防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▲ニュース仕立ての演出でストーリーが展開

む
ら

よ  

て

も
く 

ど
う

も
く 

ど
う

も
く 

ど
う

そ
う
じ

せ
い
そ
う

★
東
小
５
つ
の
目
当
て

①
黙
っ
て
掃
除
に
取
り
組
む
。

②
登
下
校
の
横
断
時
に
は
、
止
ま

っ
て
く
れ
た
車
へ
の
お
辞
儀
と

横
一
列
横
断
を
す
る
。

③
あ
い
さ
つ
で
は
、
大
き
な
声
で

目
を
見
て
お
辞
儀
を
す
る
。

④
廊
下
や
階
段
で
は
、走
ら
な
い
。

⑤
廊
下
や
階
段
で
は
、
右
側
歩
行

を
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
全
校
児
童
が
一
堂

に
会
し
た
話
し
合
い
で
決
め
た
も

の
で
、
全
員
が
し
っ
か
り
意
識
し

て
守
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は『
磨
き
ま
す
』を
合
言

葉
と
し
、特
に
清
掃
に
力
を
入
れ
、

校
舎
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た

ち
の
心
も
磨
く
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
の
手
だ

て
と
し
て
『
黙
働
』
と
『
ワ
イ
パ
ー

拭
き
』を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。黙

っ
て
隅
々
ま
で
き
ち
ん
と
清
掃
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
落
ち
着

き
、
自
然
に
優
し
い
気
持
ち
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
語
が
広
が
れ
ば
、

隅
々
ま
で
目
が
行
き
届
か
な
く
な

っ
て
清
掃
が
雑
に
な
り
、
心
が
落

ふ

そ
う
か
い
か
ん

だ
ま

▲仲間と一緒につくり上げた劇

▲詩人の先生から連詩作りの基本を学ぶ

2015. 213 2015. 2 12



保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　元気いっぱい 笑顔いっぱい
◆重点目標　○心身ともに健康でたくましい子
　　　　　　○素直で思いやりのある子
　　　　　　○自分の思いを表現できる子

　　　　　　

さくらこども園さくらこども園

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

　
さ
く
ら
こ
ど
も
園
に
は
、
０
歳
と
１
歳
児
14
人
、

２
歳
児
10
人
、
３
歳
児
41
人
、
４
歳
児
34
人
、
５
歳

児
36
人
、
合
計
１
３
５
人
の
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
園
で
は
、
近
く
の
畑
を
借

り『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
』に

野
菜
栽
培
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。ま
た
、
小
さ
い
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
は
、
園
庭

の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
自

然
体
験
を
し
て
い
ま
す
。大

き
な
イ
モ
が
掘
れ
た
と
き
に

は
、「
大
き
い
！
す
ご
い
！
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
５
歳
児
に
な
る
と
近
く
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
中
伊
豆
へ
出
掛
け
、歌
や
楽
器
の
披
露
を
し
て
交

流
し
て
い
ま
す
。「
緊
張
し
た
」、「
ド
キ
ド
キ
し
た
」と

い
う
子
も
い
ま
し
た
が
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」、「
喜
ん
で
も
ら
っ
て

う
れ
し
か
っ
た
」と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ら
で
は
の
０
歳
児
か
ら

５
歳
児
ま
で
の
か
か
わ
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ク
ラ
ス
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
縦
割
り

で
発
表
す
る
場
を
設
け
た
り
し
て
、
友
達
と
一
緒
に

表
現
す
る
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
さ
く
ら
こ
ど
も
園
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

とき／2月21日（土）10時～11時30分
ところ／生きいきプラザ
※前回までは市役所本庁別館で行なっていましたが、今回は上記会

場となりますのでお間違いないようご注意ください。

対象／伊豆半島ジオパークに興味がある市民、
または市内在住・在勤の人
内容／目指そう世界ジオパーク認定！
～市民皆さんと一丸となって～
講師／吉川 馨 氏

（伊豆半島ジオパーク推進協議会事務局長補佐）
申込み・問合せ／観光交流課☎（72）9911
※事前申し込みをせずに当日ご参加いただいても構

いませんが、会場の都合上できる限り、前日までにお
電話でお申し込みください。

私
は
、幼
少
期
よ
り
い
つ
か
は
会
社
の
社

長
と
な
り
、
自
分
の
思
う
よ
う
な
会
社
を

運
営
し
て
み
た
い
野
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
大
学
を
卒
業
し
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

が
始
ま
る
と
、
そ
ん
な
思
い
は
日
々
の
業

務
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
社
長
と
お
酒
を
飲
ん
で

い
る
と
き
、
社
長
に
な
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
再
び
思
い
出
し
ま
し
た
。

27
歳
ご
ろ
か
ら
猛
勉
強
し
『
２
級
建
築

士
』な
ど
の
資
格
を
取
得
、
30
歳
で
結
婚
と

同
時
に『
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
』に
合
格

し
、
過
疎
化
に
悩
む
伊
豆
市
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
、不
動
産
業
に
転
身
し
ま
し
た
。

金刺 武 さん金刺 武 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

今
後
の
目
標
や
夢

『
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
』
取
得
を
機
に

下
田
の
不
動
産
業
者
で
働
き
、
毎
日
片
道

１
時
間
を
通
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
き

な
り
建
築
現
場
監
督
を
任
さ
れ
、
多
忙
を

極
め
た
生
活
で
社
長
に
な
る
夢
な
ど
考
え

る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

33
歳
の
と
き
父
が
大
病
を
患
い
病
室
で

幼
少
期
の
話
を
す
る
と
、
「
男
は
35
歳
で

立
つ
」
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
34
歳
の
と
き
に
父
は
他
界
。
「
男
は

35
歳
で
立
つ
」
そ
の
言
葉
が
心
に
響
き
、

35
歳
に
独
立
。
そ
の
２
年
後
、
さ
ら
な
る

伊
豆
の
発
展
を
求
め
法
人
化
し
ま
し
た
。

父
の
言
葉
を
胸
に
働
く
こ
と
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

や
り
が
い

41歳 （土肥）41歳 （土肥）
【趣味】
ウェイクボード、スノーボード

【ストレス解消法】
少年野球

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕
事など、どのような思いで仕事に
取り組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（88）4300

   株式会社 伊豆恋人の里不動産
         代表取締役社長
   株式会社 伊豆恋人の里不動産
         代表取締役社長

Vol.11Vol.11

か ね ざ し た け し

　 ▲大きなおイモが掘れたよ

▲楽器を演奏しました

　
土
肥
は
駿
河
湾
に
面
し
、
八
木
沢
、
小

下
田
か
ら
雄
大
な
富
士
山
が
望
め
ま
す
。

　
趣
味
は
、
駿
河
湾
で
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
、
船
釣
り
な
ど
、
伊
豆
の
山
で
は
ゴ
ル

フ
、
冬
に
な
る
と
長
野
県
に
家
族
そ
ろ
っ

て
の
ス
キ
ー
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。

「
仕
事
ば
か
り
で
も
、
遊
び
ば
か
り
で

も
ダ
メ
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
だ
」
と

思
い
ま
す
。
娘
に
も
息
子
に
も
よ
く
言
っ

て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
伊
豆
に
は
こ
の
よ
う
に
多
く

の
遊
び
、
学
び
、
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
発

信
し
、
一
人
で
も
多
く
定
住
し
て
く
れ
る

よ
う
に
仕
事
、
趣
味
を
頑
張
り
ま
す
。

▲大根を育てたよ

▲劇でみんなと交流

～ジオを知ろっ♪～
第５回

ジオパーク市民講座
開催のお知らせ

～ジオを知ろっ♪～
第５回

ジオパーク市民講座
開催のお知らせ

　本年度最後のジオパーク市民講座！伊豆半島の生
い立ちなど分かりやすくご紹介します。
　また今年は、9月に伊豆半島ジオパークが世界ジ
オパークネットワークへの加盟の可否が発表される
大事な年です。多くの市民の皆さんに参加していた
だき、魅力いっぱいの伊豆半島を知っていただきた
いと思います。

最終回！

土肥支所 土肥中学校

至松崎

至修善寺

土肥小学校

（土肥４７２－５）
(株)伊豆恋人の里不動産

土肥こども園

2015. 215 2015. 2 14
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お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

お
知
ら
せ

市
県
民
税
の
申
告
、『
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
』
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

■
三
島
税
務
署
の
申
告
会
場
（
土
日
除
く
）

期
間
／
２
月
13
日
（
金
）
～
３
月
16
日
（
月
）

９
時
～
17
時

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。	

会
場
／
三
島
商
工
会
議
所
１
階
Ｔ
Ｍ
Ｏ
ホ

ー
ル
（
三
島
駅
か
ら
徒
歩
４
分
）

■
市
役
所
本
庁
別
館
の
申
告
会
場

　
（
土
日
祝
日
除
く
）

期
間
／
２
月
５
日
（
木
）
～
３
月
16
日
（
月
）

８
時
30
分
～
11
時
、
13
時
～
16
時

※
２
月
12
日
（
木
）
ま
で
は
、
還
付
申
告

の
み
の
相
談
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

【
税
務
署
員
に
よ
る
出
張
申
告
相
談
】

期
間
／
２
月
13
日
（
金
）
～
３
月
16
日
（
月
）

９
時
30
分
～
11
時
、
13
時
～
16
時

【
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
】

期
間
／
２
月
13
日
（
金
）
～
２
月
27
日
（
金
）

９
時
30
分
～
11
時
、
13
時
～
16
時

■
市
役
所
土
肥
支
所
の
申
告
会
場

　
（
土
日
除
く
）

期
間
／
３
月
４
日
（
水
）
～
３
月
11
日
（
水
）

８
時
30
分
～
11
時
、
13
時
～
15
時
30
分	

【
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
】

期
間
／
３
月
４
日
（
水
）
～
３
月
６
日
（
金
）

９
時
30
分
～
11
時
、
13
時
～
15
時
30
分

注
意
事
項
／

○
市
役
所
の
申
告
会
場
で
は
、
青
色
申
告

や
譲
渡
所
得
、
贈
与
所
得
、『
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
』
の
相
談
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
申
告
対
象
者
や
持
ち
物
な
ど
の
詳
細
は
、

広
報
い
ず
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
得
の
『
収
支
内
訳
書
』
や
医
療

費
控
除
の
『
領
収
書
』
は
、
事
前
に
集

計
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
三
島
税
務
署

☎
０
５
５
（
９
８
７
）
６
７
１
１

税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
４

１
月
か
ら『
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
』

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た

　

市
で
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
持
ち

込
ま
れ
た
小
型
家
電
を
『
小
型
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
』
に
基
づ
き
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
ま
す
。
対
象
品
目
は
従
来
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
取

り
組
み
に
よ
り
選
別
・
回
収
し
た
小
型
家

電
は
、
認
定
業
者
を
通
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
、
資
源
の
有
効
利
用
と
環
境
保
護
を

よ
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

注
意
事
項
／
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
は
、
今
ま
で
ど
お
り
取
扱
店

な
ど
で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
右
記
以
外
の
50
㎝
以
下
の
小
型
家
電
を

廃
棄
す
る
場
合
は
、今
ま
で
ど
お
り
『
缶

以
外
の
金
属
』
と
し
て
、
集
積
所
に
分

解
せ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

伊
豆
市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の

販
売
店
が
追
加
さ
れ
ま
し
た	

〇
農
協
共
済
中
伊
豆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
（
冷
川
１
５
２
３
―

１
０
８
）
☎
（
83
）
２
１
１
９

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

し
尿
処
理
施
設
閉
鎖
に
伴
う

肥
料
配
布
終
了
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
の
新
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
使
用
開
始
に
伴
い
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
、
し
尿
処
理
施
設
の

使
用
が
終
了
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
配
布

し
て
い
る
肥
料
は
、
１
月
作
成
分
の
在
庫

の
配
布
を
も
ち
ま
し
て
終
了
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
新
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
で

は
、
肥
料
の
配
布
は
行
な
い
ま
せ
ん
。
長

い
間
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ
／

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
（
72
）
０
１
６
３

三
島
年
金
事
務
所
出
張
年
金
相
談

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
や
、
年
金
請

求
の
お
手
続
き
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
３
月
４
日
（
水
）
10
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
本
人
、
ま
た
は
本
人
の
署
名
捺
印

の
あ
る
『
年
金
相
談
委
任
状
』
を
お
持
ち

の
代
理
人

予
約
開
始
／
２
月
２
日
（
月
）

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

児
童
手
当
支
払
い
の
お
知
ら
せ

　

児
童
手
当
２
月
期
定
時
払
（
平
成
26
年

10
月
～
平
成
27
年
１
月
分
）
は
、
２
月
10

日
（
火
）
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
が
未
提
出
の
人
に
つ
い

て
は
支
払
い
を
差
し
止
め
し
て
い
ま
す
の

で
、
至
急
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
の
申
請
が

お
済
み
で
な
い
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　

現
在
、
治
療
を
継
続
中
の
人
で
、
今
年

度
助
成
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
３
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
治
療
を

行
な
う
場
合
は
、
そ
の
旨
を
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
法
律
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫

婦
ど
ち
ら
か
が
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

対
象
と
な
る
治
療
／

○
一
般
不
妊
治
療
費
お
よ
び
特
定
不
妊
治

療
費

○
不
育
症
治
療
費
の
う
ち
、
国
内
の
医
療

機
関
で
行
な
わ
れ
る
検
査
お
よ
び
薬
物

療
法
、
手
術
療
法
な
ど
の
医
療
行
為

※
ご
夫
婦
の
治
療
費
は
合
算
で
き
ま
す
。

助
成
額
／
１
年
度
当
た
り
上
限
10
万
円
を

支
払
額
に
応
じ
て
通
算
５
年
間
助
成
し
ま

す
（
県
の
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

実
際
に
支
払
っ
た
額
か
ら
補
助
金
を
控
除
）。

そ
の
他
／
治
療
費
が
10
万
円
を
超
え
た
人

は
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

伊
豆
市
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
お
子
さ
ん
を

小
中
学
校
へ
通
学
さ
せ
る
の
に
お
困
り
の
人

に
対
し
、
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食

費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教
育

委
員
会
で
援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人

①
両
親
が
障
が
い
者
、
寡
婦
ま
た
は
寡
夫

な
ど
で
市
民
税
が
非
課
税
の
人

②
個
人
事
業
税
、
市
民
税
ま
た
は
固
定
資

産
税
の
減
免
世
帯
（
条
件
あ
り
）

③
国
民
年
金
掛
金
や
国
民
健
康
保
険
料
の

減
免
や
徴
収
の
猶
予
世
帯

④
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

⑤
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け

た
人

⑥
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て

い
る
人

⑦
①
～
⑥
と
同
程
度
に
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
人

援
助
内
容
／	

①
学
用
品
・
通
学
用
品
費
、

②
新
入
学
学
用
品
費
、
③
校
外
活
動
費
、

④
修
学
旅
行
費
、
⑤
給
食
費
、
⑥
医
療
費
、

⑦
体
育
実
技
用
具
費
の
う
ち
該
当
す
る
費

用
（
中
学
校
の
み
）

支
給
時
期
／
年
３
回
学
期
末
（
７
月
、12
月
、

３
月
）
に
、各
学
校
を
通
じ
て
支
給
し
ま
す
。

申
請
方
法
／
お
子
さ
ん
の
通
学
し
て
い
る

学
校
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙

は
、
各
学
校
に
あ
り
ま
す
。
申
請
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
０

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

は
り
・
灸
無
料
治
療
券
を
配
布
し
ま
す

　
（
公
社
）
静
岡
県
鍼
灸
師
会
よ
り
、
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
に
励
ま
れ
て
い
る
母
子
家

庭
や
父
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
を

対
象
に
、『
は
り
・
灸
無
料
治
療
券
』
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

治
療
券
／
県
内
約
１
４
０
カ
所
の
施
術
所

（
治
療
院
）
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
有
効
期
限
は
３
月
19
日
（
木
）
で
す
（
期

間
中
１
人
１
回
の
利
用
に
限
る
）。

配
布
場
所
／
こ
ど
も
課
（
先
着
10
人
）

※
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

予
防
接
種
は
お
早
め
に

　

対
象
者
に
は
、
春
に
個
別
通
知
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
め

に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
２
期

対
象
／
接
種
日
に
伊
豆
市
に
住
所
の
あ
る

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
年
長
児

接
種
期
限
／
３
月
31
日
（
火
）

■
二
種
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
混
合

対
象
／
接
種
日
に
伊
豆
市
に
住
所
の
あ
る

平
成
14
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

接
種
期
限
／
13
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

■
共
通
事
項

持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

注
意
事
項
／

〇
体
温
が
37
・
５
℃
以
上
あ
る
と
き
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
。

〇
予
診
票
の
『
保
護
者
自
署
』
欄
を
必
ず

記
入
し
、
保
護
者
が
接
種
会
場
へ
同
行

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
／

〇
修
善
寺
地
区
…
愛
宕
団
地
（
１
戸
）、

　

立
野
団
地
（
１
戸
）

〇
天
城
湯
ケ
島
地
区
…

　

新
青
羽
根
団
地
（
１
戸
）（
高
校
生
以
下

　

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
世
帯
が
対
象
）

〇
中
伊
豆
地
区
…
冷
川
団
地
（
１
戸
）

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
な
ど
に
よ
り

計
算
し
決
定

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と　
（
た
だ
し
60
歳

以
上
な
ど
、単
身
で
も
可
能
な
場
合
あ
り
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

③
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

④
す
べ
て
の
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な

い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人
が
設
定
で
き
る
こ
と

　
（
滞
納
が
な
い
な
ど
の
基
準
あ
り
）

⑦
賃
貸
契
約
時
に
家
賃
３
カ
月
分
に
相
当

す
る
敷
金
を
納
入
で
き
る
こ
と

入
居
予
定
／
３
月
下
旬
～

募
集
期
間
／
２
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

抽
選
会
・
入
居
説
明
会
／
対
象
者
に
通
知

提
出
書
類
／
次
の
書
類
を
土
地
対
策
課
ま

た
は
土
肥
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
居
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員
（
学
生
以
外
）
の

　

所
得
課
税
証
明
（
平
成
25
年
分
）

④
納
税
証
明
書
ま
た
は
非
課
税
証
明
書

　
（
平
成
26
年
度
）

⑤
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
障
が
い
者
の
み
）

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
４

平
成
27
年
度
『
い
ず
生
涯
学
習
講
座
』

講
師
募
集
説
明
会

　

生
涯
学
習
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

開
催
し
て
い
る
『
い
ず
生
涯
学
習
講
座
』

の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
講
座
の
開
設
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
の

上
、
本
説
明
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
３
月
３
日
（
火
）
13
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
座
開
設
期
間
／

５
月
下
旬
～
平
成
28
年
３
月
上
旬

注
意
事
項
／

○
本
講
座
は
、
事
務
手
続
き
な
ど
を
含
め

講
師
主
導
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
説
明
会
後
、
面
接
を
行
な
い
講
師
要
件

の
整
っ
た
人
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
最
低
催
行
人
員
な
ど
に
よ
り
講
座
を
開

設
、
開
講
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

募

　
　集
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お知らせ
こ
こ
ろ
の
勉
強
会
（
申
し
込
み
不
要
）

　

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
。
長

い
人
生
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
は
上
手
に
息
抜
き
、
ス
ト

レ
ス
発
散
し
て
い
ま
す
か
。

　

今
回
、
『
自
分
ら
し
く
生
き
る
コ
ツ
』

と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役
立
つ
お
話
で
す
。

二
度
と
な
い
人
生
を
自
分
ら
し
く
生
き
る

コ
ツ
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き
／

２
月
13
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
／
こ
こ
ろ
の
勉
強
会

『
自
分
ら
し
く
生
き
る
コ
ツ
』

講
師
／
長
寿
院
（
千
葉
県
成
田
市
）
ご
住

職
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
殺
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
風
理
事
長　

篠
原	

鋭
一	

氏

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

音
楽
鑑
賞
事
業

『
子
ど
も
の
た
め
の
童
謡
・
唱
歌
、

大
人
の
た
め
の
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
』

　

ふ
る
さ
と
学
級
・
生
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ

の
閉
講
式
記
念
事
業
と
し
て
、
音
楽
鑑
賞

教
室
を
行
な
い
ま
す
。

　

一
般
の
人
の
来
場
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
２
月
21
日
（
土
）
15
時
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

出
演
／
滋
田	

聖
美	

氏
（
東
京
二
期
会　

ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
）
、
伊
藤	

智
恵
子	

氏
（
ピ
ア
ノ
）

演
目
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
歌
劇
『
魔
笛
』
よ

り
夜
の
女
王
の
ア
リ
ア
『
我
が
心
は
地
獄
の

復
讐
に
燃
え
』
、
童
謡
『
ふ
る
さ
と
』
ほ
か

入
場
料
／
５
０
０
円

申
込
み
／
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

整
理
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
当
日
持
参

の
上
、
料
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

初
春
の
花
か
ざ
り
教
室

　

今
回
は
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
初
春
の

コ
ン
テ
ナ
寄
せ
植
え
教
室
で
す
。

　

家
や
庭
を
明
る
く
彩
る
寄
せ
植
え
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／

２
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
中
伊
豆
支
所

講
師
／
高
橋	

さ
ゆ
り	
先
生

（
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
）

材
料
費
／

寄
せ
植
え
１
セ
ッ
ト
当
た
り
２
５
０
０
円

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
者

定
員
／
先
着
30
人
（
親
子
や
友
人
同
士
で

１
つ
の
寄
せ
植
え
作
成
も
可
能
）

申
込
み
／
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
農

林
水
産
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課

☎
（
72
）
９
８
９
３

伊
豆
文
学
ま
つ
り

　

井
上
靖
の
『
あ
す
な
ろ
忌
』
を
皮
切
り

に
、
静
岡
県
が
主
催
す
る
『
伊
豆
文
学
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
の
協
賛
事
業
と
し
て
、

１
月
25
日
（
日
）
か
ら
３
月
8
日
（
日
）

ま
で
の
期
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
伊
豆
市
を
『
文
学
の
郷
』
と

し
て
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
事
業
で
す
。

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
文
学
作
品
特
別
公
開

『
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
』

　

川
端
康
成
、
井
上
靖
、
若
山
牧
水
な
ど
、

湯
ケ
島
を
訪
れ
た
文
人
た
ち
に
ま
つ
わ
る

秘
蔵
品
を
公
開
し
ま
す
。

と
き
／
１
月
25
日
（
日
）
～
３
月
８
日

（
日
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
白
壁
荘
、
湯
本
館
、
落
合
楼
村

上
、
船
原
館
、
東
府
やResort＆

Spa-Izu

、

た
つ
た
、
天
城
屋
商
店

※
施
設
に
よ
り
開
催
期
間
、
開
催
時
間
は

異
な
り
ま
す
。

■
井
上
靖
資
料
室
公
開

　

『
井
上
靖
ふ
る
さ
と
会
』
の
皆
さ
ん
が

ご
案
内
し
ま
す
。

と
き
／
１
月
25
日
～
３
月
８
日
の
日
曜
日

10
時
～
12
時

と
こ
ろ
／
旧
湯
ヶ
島
小
学
校

問
合
せ
／
天
城
湯
ケ
島
支
所

☎
（
85
）
１
１
１
１

■
伊
豆
文
学
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
天
城
湯
ケ
島
編

闇
の
絵
巻
を
た
ど
る
道
～
湯
ケ
島
文
士
村
物
語
～

と
き
／
２
月
22
日
（
日
）
９
時
30
分
～
12
時

集
合
／
９
時
ま
で
に
、
天
城
会
館
へ
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
・
料
金
／
30
人
・
千
円

申
込
み
／
伊
豆
か
か
り
つ
け
湯
協
議
会　

☎
０
５
５
（
９
８
８
）
０
７
７
７

■
文
学
散
歩
修
善
寺
コ
ー
ス

と
き
／
３
月
８
日
（
日
）
８
時
45
分
～
16
時

集
合
／
８
時
45
分
ま
で
に
、
修
善
寺
総
合

会
館
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
８
時
35
分
に
修
善
寺
駅
か
ら
バ
ス
が
出

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定
員
・
料
金
／
30
人
・
２
千
円

※
文
学
散
歩
の
時
間
、
見
学
地
に
つ
い
て

は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
し
ろ
ば
ん
ば

　

井
上
靖
の
自
伝
的
小
説
『
し
ろ
ば
ん

ば
』
を
題
材
に
、
地
元
の
小
中
高
生
が
創

作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
披
露
し
ま
す
。

と
き
／
３
月
８
日
（
日
）
13
時
～

と
こ
ろ
／
天
城
会
館

内
容
／
一
般
公
募
の
地
元
小
中
高
生
か
ら

な
る
劇
団
に
よ
る
『
し
ろ
ば
ん
ば
』
創
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

■
地
元
有
志
に
よ
る
お
も
て
な
し

　

地
元
の
皆
さ
ん
が
、
訪
れ
た
人
を
昔
話

を
交
え
な
が
ら
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

と
き
／
１
月
25
日
（
日
）
～
３
月
８
日

（
日
）
の
毎
週
土
・
日
曜
日　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
湯
ケ
島
宿
区
内

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

編
集
後
記

　
１
月
18
日
（
日
）
に
行
な
わ
れ
た
伊
豆

市
駅
伝
大
会
に
地
区
代
表
で
出
走
。
風
の

よ
う
に
抜
き
去
る
小
学
生
を
横
目
に
、
何

と
か
た
す
き
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
う
何
回
目
の
出
走
で
し
ょ
う
か
。

決
し
て
長
距
離
走
が
得
意
な
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
や
、
嫌
い
で
す
。
そ
ん
な

私
を
走
ら
せ
る
の
は
、
地
域
へ
の
愛
と
先

輩
方
の
優
し
い
叱
咤
激
励
。
駅
伝
は
、
正

月
太
り
の
解
消
に
は
最
適
で
す
が
、
年
々
、

体
の
老
い
を
感
じ
ま
す
…
。
今
後
も
体
が

壊
れ
な
い
程
度
に
頑
張
り
ま
す
！

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
23

開
館
時
間
／

９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

■
常
設
展
示
資
料
紹
介

　

今
月
は
常
設
展
示
し
て
い
る
資
料
の

中
か
ら
、
伊
豆
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
古
墳
時
代
の
鏡
を
紹
介
し
ま
す
。

■
市
指
定
文
化
財
『
神
獣
鏡
』
古
墳
時

　

代
（
５
世
紀
ご
ろ
）
子
ノ
神
社
蔵

　

一
般
に
、
神
獣
鏡
と
は
古
鏡
の
中
の

銅
鏡
に
区
分
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
、

神
仙
界
の
理
想
郷
を
図
様
化
し
た
古
鏡

の
こ
と
で
す
。
鏡
の
裏
の
文
様
と
し
て

半
肉
彫
に
し
た
神
獣
の
像
を
組
み
合
わ

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

加
殿
の
子
ノ
神
社
境
内
か
ら
出
土
し

た
本
図
の
鏡
は
、
古
墳
時
代
の
５
世
紀

ご
ろ
に
製
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
直

径
13
・
３
㎝
、
厚
さ
４
㎜
の
白
銅
製
の

神
獣
鏡
で
す
。
背
面
の
鏡
面
部
分
が
緩

や
か
に
外
側
に
反
り
、
外
縁
の
無
文
帯

の
内
側
に
鋸
歯
状
文
様
を
巡
ら
せ
て
外

区
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
内
区
は
細
い

隆
起
線
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
２
つ
の

文
様
帯
に
始
ま
り
、
そ
の
一
つ
は
細
隆

起
に
よ
る
波
状
文
、
も
う
一
つ
は
２
個

の
連
接
の
小
珠
文
が
巡
り
、
そ
の
内
側

に
４
つ
の
乳
文
と
４
つ
の
神
獣
が
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

今月の表紙

　今月の表紙の写真は、1月
１２日（月・祝）に行なわれ
た広島東洋カープの選手に
よる野球教室の一場面です。 
　教室には、市内の少年野球
6チームから約100人が参加。
子どもたちは、バッティングや
守備練習などでプロ野球選手
と交流しました。憧れのプロ野
球選手を目の前に子どもたち
は目を輝かせていました。

伊豆市の人口
（平成27年1月1日現在）

　　男：15,758人（－43）

　　女：17,200人（－15）

　　計：32,958人（－58）

世帯数：13,420世帯（－25）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
園児たちが描く未来の夢をご紹介！

市の山で育ったスギの間伐材に未来の夢を描いてくれました。

▲狩野幼稚園児の作品▲狩野幼稚園児の作品 ▲さくらこども園児の作品▲さくらこども園児の作品

▲神獣鏡（左側は各部位拡大写真、右側は本体写真）

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

神獣

乳文

小珠文波状文

鋸歯状文様

木
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊コウボウイモと季節の根菜で＊

～園児も大好き！『弘法芋』～～園児も大好き！『弘法芋』～

ふんわり手作りがんもふんわり手作りがんも

1人分
栄養価

◇エネルギー…363kcal　◇タンパク質…12.5g
◇脂質…27.2g  ◇食塩…1.1g　◇鉄分…2.8㎎

　コウボウイモは給食で食べられています。『ふるさと給食の日』
では『炊き込みご飯』の食材に使われるほか、『すまし汁』や『お
好み揚げ』などのいろいろなメニューがあります。中でも子どもた
ちが好きなものは『お好み揚げ』とおやつの『ドーナツ』です。幼
児期から食べることで子どもたちにとって親しみやすい食材になっ
ています。　

広報いずは、
古紙パルプ配合の再生紙を使用しています。

材　料　（4人分）　 作　り　方

①木綿豆腐は重しをして水を
切り、すり鉢でつぶす。
②コウボウイモの皮をむき、す
りおろして①と混ぜる。
③ゴボウはささがきし水にさら
す。ニンジンは千切り、芽ヒ
ジキは水で戻す。
④②に水煮したギンナン・③・溶
き卵・塩・かたくり粉を混ぜ、
8個の団子に丸める。
⑤小麦粉を薄くまぶし、170℃
の油でこんがりと揚げる。
⑥コマツナを色良くゆで、食べ
やすい長さに切って添える。
⑦アサツキを小口切りし、おろ
しショウガとダイコンおろし
を乗せ、しょうゆをかける。

◆木綿豆腐…………大1丁
◆コウボウイモ………40g
◆ゴボウ………………50g
◆ニンジン……………50g
◆芽ヒジキ（乾燥）……5g
◆ギンナン……………12個
◆溶き卵……………1個分
◆塩……………小さじ1/3
◆かたくり粉………大さじ１
◆小麦粉………………適量
◆油……………………適量
◆アサツキ……………適量
◆おろしショウガ…1かけ分
◆ダイコンおろし……適量
◆コマツナ…………1/2束
◆しょうゆ……………適量

伊豆市食育推進委員　齋藤 惠子（橘保育園長）
こうぼういも

西島 夢空ちゃん

　   にしじま   ゆ あ

（湯ケ島）

津田 知輝ちゃん        つ だ　 ともき　　

（青羽根
）

星谷 愛華ちゃん

　   ほしや   まなか　　　

（大沢）

安藤 夢夏ちゃん

      あんどう  ゆめか

（湯ケ島）

田村 涼ちゃん
   　

    たむら   りょう　　　

（牧之郷）

瀬川 琥南ちゃん

　    せがわ　こなん　

（柏久保）

上杉 律ちゃん

         うえすぎ りつ

（冷川）

髙木 悠稀ちゃん

       たかぎ    ゆきは　　　

（柳瀬）

西島 来颯ちゃん

　  にしじま    き さ  

（湯ケ島）

金子 彩瑛ちゃん       かねこ     さ  え　　

（日向）
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